


























































































































































































































































































































































tionインフォメー ション,labelラベル,suitスイー ト;Liedリー ド,Stockストックなど
である。この場合日本語ではローマ字または英語のスペル規則が，他の外国語の綴字に干
渉することが多いが，外国語学習の際もこの干渉がしばし観察される。なおフイルムがフ
イルム，ツァイスZeissがツアイスなどとされるのは文字の影響であろう。パーテイ→パー
テー，ディジタル→デジタルも音声的代用も関わっているが綴りにも影響されているであ
ろう。
4．2ドイツ語学習に現れる，ローマ字綴り及び英語正書法の影響は，もちろん全てが
ネガテイヴではない。すなわち，ローマ字の場合は，かなりのポジテイヴな転移力§みられ
る。なお，ドイツ語の綴字を読む際の干渉と，ドイツ語を綴る場合の干渉があるが，後者
は前者の結果でもあるから，ここでは前者のみについて概観する。
わが国で最も一般的に用いられているヘボン式ローマ字の綴りでみると，母音字ではa,
e,i,o,u,(ee,oo),子音字ではh,k,m,n,p,r,t,複合子音字ではtSがそのままドイツ語
の正書法規則に持ち込むことができる。これに発音は少々異なるがfを加えてもよかろう。
干渉を及すのは，従って,ei,ie,euなどの母音字連続,b,d,g,j,s,z,w,yなどの子音字，
それにchである。このなかでb,d,gは語末以外では干渉はない。さらに子音字重複は，
しばしば発音上，日本語式の促音，溌音の添加をひき起こしている点が注目されよう。
これに反し英語の正書法規則の干渉は，かなり観察される。ローマ字のドイツ語へのポ
ジティヴな転移の子音字例は，もちろん英語にも通用するが，母音では一部を除きほとん
ど役立たない。すなわち母音字に関しては日（ローマ字)独間の共通性の方が大きい。英語
10)これらの例はDGWによる
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